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六
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㈭
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七
名

ホ
テ
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鐘
山
苑

研
修
・
税
制
委
員
会

平
成
二
十
六
年
九
月
十
二
日
㈮
 
十
五
名

大
月
法
人
会
館

◎
県
連
広
報
委
員
会

平
成
二
十
六
年
九
月
十
一
日
㈭

甲
府
法
人
会
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

平
成
二
十
六
年
九
月
十
一
日
㈭
 
九
名

大
月
法
人
会
館

河
口
湖
東
西
支
部

合
同
役
員
会

九
月
一
日
㈪
、
十
一
時
よ
り
富
士
レ
ー

ク
ホ
テ
ル
一
階
会
議
室
に
於
い
て
開
催
。

東
支
部
七
名
、
西
支
部
三
名
の
合
計
十
名

が
出
席
し
、
恒
例
の
合
同
事
業
で
あ
る
税

務
研
修
会
及
び
講
演
会
開
催
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
十
月
二
十
日

か
ら
末
日
ま
で
の
間
で
、
会
場
と
な
る
富

士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル
と
税
務
研
修
会
講
師
を

お
願
い
す
る
税
務
署
の
都
合
に
合
わ
せ
る

こ
と
と
し
、
講
演
会
講
師
選
定
に
つ
い
て

は
、
予
算
内
の
講
師
料
で
あ
る
こ
と
、
あ

ま
り
専
門
的
す
ぎ
る
講
演
内
容
で
な
い
こ

と
、
過
去
実
績
と
し
て
女
性
講
師
が
好
評

で
あ
る
こ
と
等
を
勘
案
の
う
え
、
事
務
局

を
通
じ
て
準
備
し
た
講
師
紹
介
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
中
か
ら
協
議
検
討
し
た
結
果
、
開

催
日
を
十
月
二
十
七
日
㈪
、
講
演
会
講
師

を
㈱
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
代
表
取
締
役
の
藤
崎
ひ
ろ
み
氏
、
演

題
﹁
ほ
め
て
社
員
を
伸
ば
す
﹂
に
決
定
し

ま
し
た
。

河
口
湖
東
支
部
長
 
 
梶
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信
行

全
法
連
平
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二
十
六
年
度

第
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厚
生
事
業
等
推
進

委
員
会

平
成
二
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九
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日
㈫
、
全
法
連

会
館
四
階
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議
室
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於
い
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開
催
。

全
国
よ
り
三
十
七
名
の
委
員
が
出
席
。

議
 
題

一
、
福
利
厚
生
制
度
収
入
の
更
な
る
増

収
の
た
め
の
今
後
の
方
針
と
施
策
に

つ
い
て

①
三
年
十
億
円
増
収
計
画

②
全
法
連
に
お
け
る
表
彰
策

③
法
人
会
推
進
体
制
︵
局
連
に
お
け
る

推
進
会
議
、モ
デ
ル
と
な
る
会
を
選
定
︶

二
、
保
険
三
社
よ
り
制
度
内
容
の
改
定
、

記
念
事
業
、
Ｊ
タ
イ
プ
の
青
年
部
会

の
推
進
状
況
の
報
告

全
法
連
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性
部
会
連
絡

協
議
会
正
副
会
長
会
議

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
八
日
㈫
、
全

法
連
会
館
五
階
会
議
室
に
於
い
て
開
催
。

全
国
よ
り
十
五
名
の
役
員
が
出
席
。

議
 
題

一
、
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
十
回
福
岡
大
会

平
成
二
十
七
年
四
月
十
六
日
㈭

ヒ
ル
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岡
シ
ー
ホ
ー
ク

一
六
〇
〇
名
予
定



山梨支社
〒400-0031  甲府市丸の内 3-32-12　甲府ニッセイスカイビル 4F

AF法推-2014-0044-1410527　9 月 9日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〒

　

3-3〒400-0031  甲府市丸の内
山梨支社

　

32-12　甲府ニッセイスカイビ

　

4Fビル

　　　　　-2014-0044-141052推法FA 　 日9月927　　　　　　

(2)

記
念
講
演
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平
成
二
十
八
年

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

二
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
に
つ
い
て

全
法
連
女
連
協
会
長
賞
は
局
連
選

考
で
は
な
く
全
法
連
に
て
選
考
す

る
こ
と
と
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
基

準
を
決
め
る
。

三
、﹁
今
後
の
法
人
会
の
あ
り
方
検
討
会
﹂

提
言
案
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

山
梨
女
連
協
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副
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長
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平
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十
六
年
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月
十
一
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㈪
、
甲
府

法
人
会
館
会
議
室
に
於
い
て
開
催
。

議
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一
、
第
十
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性
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国
フ
ォ
ー
ラ
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福
岡

大
会
に
つ
い
て

前
日
出
発︵
四
月
十
五
日
〜
十
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日
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、
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い
て
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テ
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三
、
そ
の
他

第
十
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催
に
つ

い
て
、
東
京
局
連
で
山
梨
大
会
開
催
依

頼
が
あ
り
、
多
大
な
経
済
効
果
も
見
込

め
、
一
六
〇
〇
名
、
式
典
、
記
念
講
演
、

懇
親
会
を
同
一
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催
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会
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す
る
。
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渡邊 彬氏(わたなべ あきら) 平成26年10月5日逝去（享年86歳）
役 職
平成６年４月～23年５月  第６代会長
平成23年５月～       名誉会長

表 彰
平成９年11月 山梨県県政功績者表彰
平成11年10月 東京国税局長表彰
平成17年10月 国税庁長官表彰
平成17年11月 中小企業庁長官表彰
平成18年11月 経済産業大臣表彰
平成19年10月 財務大臣表彰
平成19年11月 叙勲（旭日小綬章）

公益社団法人大月法人会   名誉会長　渡邊　  彬 氏訃報　

渡邊彬様のご逝去の報に接し、永年にわたる大月法人会発展に多大なるご貢献・ご功績に対し、感謝と敬意を表する
とともに、心からご冥福をお祈り申しあげます。

公益社団法人大月法人会 会長 細谷 憲二

彬先生との思い出
私に訃報が届いたのは六日の早朝でした。丁度その日は青年部会による高校生の税の標語と女性部会の小学生による

税金絵画の最終選考会の日でしたが、選考会終了後に青年部会・女性部会の役員数名で会長に最後のお別れが出来まし
た。誰からも慕われる人柄で、法人会の目標とする「よき経営者」を目指す健全な法人、納税者の団体として納税意識
の向上と会員企業及び社会の健全な発展に御尽力頂いた大月法人会の育ての親と思います。
法人会の全国大会の思い出ですが、疲れた会長を部屋まで送り、そーっと皆でラーメンを食べに行くと、なんと既に

ラーメン屋さんに来ていて「俺をおいて行くな！」と寂しがり屋の一面を垣間見たことを覚えています。また酒とタバ
コについては大変な苦労と努力をしましたね。皆には「俺は医者なので酒は二合まで、それ以上は体に悪い！」と言い
ながら、自分は三合飲んでいました？？タバコでは「今からやめた！」と言って、私に新しいタバコ一箱と千円を渡し、
「五合目の小御岳神社に御賽銭を奉納して神様に頼んできてくれ！」と。そんな“やめるの、やめた”と言ったことが
走馬灯のように思い出されます。その後は皆に言い続けたように酒もタバコもやめたようです。
皆から愛された会長、大好きだった彬先生お疲れ様でした。ありがとうございました。
どうぞ安らかにお眠り下さい。                 公益社団法人大月法人会常任理事 小佐野 紀之

渡邊彬会長を偲んで
私が法人会に入会してから三十二年の間、会長との想い出はいっぱいあります。
光栄にも平成六年に会長と同時に大月税務署長表彰の栄に浴した時の会長ご夫婦と私共夫婦の記念写真は今見ても大

変緊張した事を想い出します。又その年会長に就任され、私がその後女性部会長に就任させてい頂いた時は、会長の後
を追いかけているようでした。
新春座談の時、小佐野さんの司会により上村署長、会長、青年部会長、そして女性部会から私が出席し、気難しい話

から始まりましたが後は楽しい話になり、その後私は暖かくて、穏やかで、ひょうきんな、そんな渡邊彬会長の大ファ
ンになりました。
国税庁長官表彰の時は、受彰記念にコーラス部にピアノを寄付して下さいました。部員は大喜び、私も嬉しくて会長

ご夫婦に感謝の気持ちで胸が熱くなったものです。そんな立派な会長に私が少し悪いお手伝いした事があります。それ
はタバコをやめられなかった頃、「奈良さん持って来た？」と会長、「持って来たよ！」と私、その頃は誰にもはばかる
事なく煙りの仲間の所でプカプカ。現在でしたら二人共々クビですね。いつも会長の廻りには人がいて、磁石みたいな
方でした。  
会長、沢山の想い出を私達に残してくれてありがとうございました。
心よりご冥福をお祈り申しあげます。              公益社団法人大月法人会常任理事 奈良 紀子
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